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市政だより 交通事故棺談日 11厚生国民年金

3月22日(火) 11相談日

市役所市民相談室 3月23日(水)
10時-15時

なるべく事故に
関係のある書類
をご持参下さい

市役所市民相談室

10時-15時
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4月スタートの準備を進める電子計算機室

より正しくより速くより経漬的に

電子計算機

市は数年前から電算業務を委託して市民税、固定資

産税などを計算し、電算機によるカタカナ表示の納税

通知書をみなさんの手許にお届けしていましたが、市

に電算機を導入し、いよいよ4月から事務処理をする

ことになりま した。

これは、 社会情勢が進むにつれ、行政事務も多様化

してまいりました。

いよいよスター卜 そのため、より正しく、 より速く、 より経済的にす

るため電子計算機の力を借り る乙とになりました。

あて名などがカナ書で不便をおかけすると思います

が、わからない時は遠慮なく市へ申出て下さい。
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てず

Jく、

イ

り

走

む

i第2回i

さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

おお

健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
に
、

走
る
こ
と
を
楽
し
も
う
と
思
う
人

を
対
象
と
し
た
競
技
会
で
す
。

経
験
者
、
初
心
者
、
老
若
男
女

を
間
わ
ず
自
分
の
体
力
に
応
じ
た

種
目
を
選
び
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
完

走
し
て
下
さ
い
。

日
時
四
月
十
日
(
日
)

午
前
十
時
1
十
二
時

ス

で

月
二
十
五
日
ま
で
に
申
込
む
こ

と
(
申
込
み
用
紙
は
返
信
料
を

添
え
次
の
所
へ
申
込
む
こ
と
)

家族そろって参加しよう

第 1回西大村小校区

オリエンテーリング大会

ろ

う

_.....、."勺.........、"'"・‘'、"，'・..・‘』山，，'、.....".......、"""'Jρ""山，，#'、.........・p日l、.;"-.

? さ総務機隣長 警き絞日 i ー

ま秘主語、三去抱益協議銭授唆明努容器桜品託 子 存 証なι日三寸じい竺弘正

t 務懇欝欝畿務総議塗 訟
欝響町一 -霊 議議 完‘ 1 

( 瀦曾霊主霊童 ( 
J 謹輔離れト議議轟轟臨 みよ
謹躍彊覇盟輔睡;護霊議議輯轍輯 畿鰻 J
濁燭題翠櫨櫨鑑盤麗配治機容量卿蝿盟璽際協置盤底滋溜霞麓磁極磁完治由主 号お郎家益弘正 ， 

3 諮謹選聾盛観醒輯震麹賭麗蕗謹窟盟窓盛彊置晶溢謹震
謹盟輯睡麗覇醐堅議議轟轟聾覇轟轟覇軍盟霞盟盟腫 3 

〈 覇軍でつ胃覇鞍震連覇聾富由麓盤
鶴寵言キ :マ川竹強調瞳盟盟瞳輯醤盟富 t 
穂留置露盤縦溢臨 モT 主義i錨躍額量密富田園瞳翻置置

f 盟器開灘欝欝盤機職議謹轟麗麗誼甑臨調瞳聾璽盟
輯盤1謹輯盟輯輯欝鐘謹譜聾覇軍盟醒覇軍轟轟轟轟 f 

J 
(のや人聞 か中 J 
、玖言来)係大れ学三 、 元

島葉賓が者会ま卒月 カ) ! 
t 中がの集並にし業二 i 
卒贈方つびはた就日 ; 
{業ら々てに、。職、 八.1 i 
)れか行就来 者福 、
1田、らわ職賓激祉 ば
i崎就温れ者を 励セ { 
茂職か、(は 大ン尚一、
《雄者い主七じ 会タ'T・ ノ・

君代激催十め が i 字 《
tが表励者四各 聞で卒て j
jうもす就八今が人警警下:
で年る職十年贈にい庁克 I ) 

3すご生し九はら記号職"，"--h. ¥. 
と徒ま人、れ念百点ヌ 3

c 乙がすの中大の葉 fヨ ー
減多がう学会アを激 y、
t 少く、ち校を Jレの励 UJ 〉
しな最七卒終ノ〈ベエ t 

J てり近十業りム 今 え
い就は四者ま 3 一室 〈

〉 る職進人九し芸人 、
三 よ者学が百たさー イ

fJv-v-em~・".勺.円，.........山....."..，...""....ヘハ，...........，....，............'.............ハ......‘，.{

※ 

急

-つ

-" 
ιー

萱
瀬
小
学
校
周
辺
を
中

心
と
し
た
コ

l
ス

二
キ
ロ
・
三
キ
ロ

五
キ
ロ
・
十
キ
ロ

参
加
資
格
小
学
五
年
生
以
上
の

市
民

※
完
走
者
に
は
完
走
記
録
証
書
を

贈
り
ま
す
。

申
込
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
三

コ
ー
ス

種
目下

水

道

{主

み

国T

よ

し、

申
込
先
市
体
育
課
ま
た
は
、

福

祉
セ
ン
タ
ー
内
指
方
誠
へ

第
一
回
、
西
大
村
小
学
校
校
区

の
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
大
会
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

あ
な
た
も
、
ぼ
く
も
、
お
父
さ

ん
も
、
お
母
さ
ん
も
、
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
参
加
し
、
体
力
づ
く
り
を

し
ま
し
ょ
う
。

主
催西大

村
小
校
区
社
会
体
育
振
興

会
日
時三月

二
十
日
(
日
)
(
雨
天
の
時

二
十
一
日
)

午
前
九
時
l
午
後
三
時
三
十
分

集
合
場
所

西
大
村
小
校
庭

コ
ー
ス

A
コ
ー
ス

(
家
族
組
)
六
回

B
コ
l
ス
(
少
年
、
少
女
組
)

七
回

C
コ

l
ス
(
一
般
組
)
八
回

。
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
各
町

内
子
ど
も
会
育
成
会
長
へ
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

年。

中@

開。
補
助
ゲ
ラ
ン
ド

申
込
受
付
日

前
月
の

一日

t
十
日

一一

二
十
五
日
に

L
ー
一
コ
」
3
t

一

一
一
-
i

一
同
月
の
五
日
に

一

二
十
日
一

三
十
一
日

1

一
同
月
の

-

月
末
一
十
五
日
に

受
付
場
所
・
時
間

命

さ

く

り

放@

ナ
イ
タ
ー
施
設

市
体
育
課
へ
午
後
四
時
に
来
て

下
さ
い

※
な
お
、
上
記
表
の
と
お
り
、
二

十
五
日
、
五
日
、
十
五
日
の
申

込
み
を
優
先
し
、
そ
の
期
聞
に

グ
ラ
ン
ド
が
あ
い
て
い
る
場
合

は
、
申
込
み
順
に
使
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

使
用
料
金
一
コ

l
ト
三
十
分
ご

と
に
二
百
五
十
円

祭

禽

県

下

卓

球

大

会

開

催

四
月
三
日
(
日
)

市
民
体
育
館

日
時
場
所
種
目
中
学
男
女
シ
シ
グ
ル
ス

高
校
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

一
般
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

シ
ニ
ア
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

一
階
男
女
ダ
ブ
ル

ス

申
込
先大
村
ス
ポ
ー
ツ
社

血
②
l
四
一
七
八

旭
堂
ス
ポ
ー
ツ
屈

血
③
i
五
三
二

向
陽
ス
ポ
ー
ツ
居

親
和
金
融
内
大
村
卓
球
協
会

事

務

局

②
!
四
二
七
二

申
込
期
日
四
月
一
日
(
金
)
ま
で

参
加
料
中
学
生
シ

ン
グ
ル
ス

二
百
円

高
校
・
一
般
シ
ン
グ
ル
ス三
百
円

ダ

ブ

ル

ス

一

組

四

百

円

主
催
大
村
市
卓
球
協
会
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杖白

号

子供

信

老人

赤

下

水

道

し、

運転者講習

3月22日-4月1日

.o-
~ 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
四

月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
十
日
間

に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

乙
の
運
動
の
一
還
と
し
て
運
転

者
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

りむおお市政だより(3) 

伸

ば

す

郷

土

育

つ

ま
す
の
で
、
必
ず
受
講
し
て
下
さ

『
運
動
の
重
点
』

①
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
、

特

に
子
供
と
老
人
の
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
追
放

酒
を
す
す
め
た
人
も
飲
酒
運
転

ほ
う
助
ま
た
は
教
唆
で
罰
せ
ら

れ
ま
す

③
夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

④
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

運転者講習会日程表

支部別 i 会 場 |月日(曜)1時 間

竹松 竹松小学校体育館 3.22C火〉

萱瀬 萱瀬 M ノノ 3.23C水)

鈴田 鈴田 H ノノ 3.24C木)
19・30-21・。。

三浦 溝陸公民館 3.25C金)

西大村 市民会館(ホール) 3.28C月)

中央 ノ〆 (ホール) 3.29C火〉

一般 11 (三階会議室) 3 30C水) 13:30-15:30 

福重 福重小学校体育館 3.31C木)

|松 原松原 H 4. l(金〉
19:30-21:00 

ノノ

話合う 事故のない世界

交通安全年間スローガン

家族で

夢

ラオ=
ii.% 

重主
Eヨ

感

想

文

集

希
望
者
に
は
頒
布
し
ま
す

わたろうね

図
書
館
は
、
昨
秋
の
読
書
週
間

行
事
と
し
て
、
一
般
市
民
を
対
象

に
読
書
感
想
文、

読
書
体
験
記
な

ど
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
作
品
を
編
集
し
て
文
集
を
作
成

し
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
は
、
児
童
読
書
感

想
発
表
大
会
に
出
場
さ
れ
た
児
童

の
発
表
原
稿
も
併
せ
て
掲
載
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

婦 こ手百三
のの 渡 万月辻
老浄さ円一田 中

齢財 れを日町 の
年 はま高市の h 
金 、し木 役 松 ス
を松た市所本 力主
た本 。長を三 ; 
めさ に 訪 男~..J.. ζ

:z会 主雪之詰う j
ら夫 されは町 ζ

とのでをれーざ:
贈 た長加た私、
らめ生えもヲt IJ-

れにさてのム三F
た役れ、 lζ ニー
も立たど更男し;
のてお夫にさだ:
でて礼 婦自 ， 
す下 iとが分 N
。さ「乙の
い社れ 貯

青でもよく見て信号が

電
話
の
加
入
権
を

17¥ 
ムミ

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電

話
加
入
権
を
次
の
と
お
り
公
売
し

ま
す
。
買
受
希
望
者
は
定
刻
ま
で
に
印

鑑
と
買
受
代
金
を
持

っ
て
お
集
り

下
さ
い
。

日
時
三
月
二
十
二
日

午
前
十
時

場
所

市
役
所
第
二
会
議
室

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

公
売
保
証
金
見
積
価
額
の
叩
而

希
望
者
に
は
、
頒
布
し
ま
す
。

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
一

殻
の
人

た
ち
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

蔭
山
美
津
江
さ
ん
(
栄
町
)
古
賀

キ
ミ
さ
ん
(
上
久
原
)
鈴
田
健
さ

ん

(
下
諏
訪
)
田
川
和
子
さ
ん

(
諏
訪
)
田
口
幸
恵
さ
ん
(
古
町
)

田
中
綾
子
さ
ん
(
松
並
町
)
渡
海

チ
カ
さ
ん
(
下
久
原
)

古河

し

ま

す

代
金
納
付
期
限
三
月
二
十
二
日

午
前
十
一
時
三
十
分

公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
売
却
決
定
を
取
り
消

し
ま
す
。

公
売
物
件
大
村
局

大
村
局

大
村
局

五

t
七
六
四

O

一一

t
三
七
四
五

一一

l
六
五
三
九

※
詳
し
く
は
税
務
課

へ。

川

.z.

、、.，y，
f旬=.，三
2z

，、f
-eJ
R
f
e
‘r'・-
J

、，--三
e
、fea
，fM

J

〉

九
素
人
の
ど
自
慢
大
会
小

川

出

演

者

募

集

い

ゾ

一

九…

r
f…
 

叫

ん
一

大

村

市
観
光
協
会
で
は
桜
祭
~

~
り
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
次
の
い

叫
と
お
り
ラ
ジ
オ
公
開
録

め

ザ
人
の
ど
自
慢
大
会
を
行
い
ま
す
(

へ

出

演

希
望
者
は
早
自
に
市
商
、

川
工
観
光
課
(血
③

!
四
一
一
一
)
旬

~
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

J

ハ
一
、
日
時
四
月
九
日
(
土
)
戸

〉

十

二

時

か

ら

へ

川
二
、
場
所
大
村
公
園
野
外
ス
~

h

テ

l
ジ

ぽ

仇

雨

天
の
場
合
は
市
λ

~

民
会
館

U

J

な
お
、
当
日
は
有
名
タ
レ
ン
V

小
ト
に
よ
る
歌
謡
パ
レ
ー
ド
な
ど
J

C
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

n

~

皆
さ
ん
お
誘
い
合
せ
の
上
多
R

J
 ん
数
ど
来
園
下
さ
い
。

~d
 

A
1
7
2
E
E
f
--〈
-f
a
J
3
・〉
-EK
・22ρ
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りまちづく

で

明るい

問
jオミ清

春のいっせい大掃除

家
庭
内
外
の
清
掃
、
下
水
溝
の

清
掃
、
周
囲
の
雑
草
の
刈
り
取
り

と
、
ハ
エ
・
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
衛
生

害
虫
駆
除
を
、
町
内
い

っ
せ
い
に

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

実
施
で
き
る
適
当
な
日
を
選
び
み

ん
な
で
清
潔
な
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

@
家
庭
内
外
の
清
掃

。

各
家
庭
で
は
、

台
所
な
ど
室
内

の
整
理
・
整
と
ん
、
畳
の
日
光
消

毒
、
周
囲
の
雑
草
除
去
な
ど
を
行

い
、
下
水
溝
の
清
掃
な
ど
は
い
っ

せ
い
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

。
便
所
・
畜
舎
な
と
の
清
掃

使
池
や
ゴ

ミ
箱
な
ど
は
、
ハ
エ

の
大
き
な
発
生
源
で
す
。

十
日
間

一隔
で
乳
剤
散
布
を
行
い
、
発
生
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

畜
舎
に
お
い
て
は
、
乳
剤
を
残

留
墳
霧
す
る
か
、
な
わ
を
乳
剤
の

濃
厚
液

(十
倍
液
)
に
ひ
た
し、

天
井
か
ら

つ
る
し
て
お
く
と
効
果

が
あ
り
ま
す
。

堆
肥
舎
に
つ
い
て
は
、
乳
剤
千

倍
液
を
下
ま
で
充
分
と
ど
く
よ
う

に
た

っ
ぷ
り
散
布
し
ま
し
ょ
う。

。
大
掃
除
の
後
の
害
虫
駆
除
に
つ

い
て
大
掃
除
の
後
の
害
虫
駆
除
は
一

層
効
果
が
あ
り
ま
す
。

駆
除
活
動
を
実
施
さ
れ
る
町
内

は
、
町
務
連
絡
員
さ
ん
が
、

殺
虫

剤
補
助
申
請
書
を
生
活
環
境
課
ま

で
提
出
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、

煙
霧
駆
除
を
さ
れ
る
町

内
は
、
機
械
を
貸
し
出
し
ま
す
の

で
早
め
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

‘、J
‘，‘-
J

、，‘‘，、，‘.，、，
E
.
a

、，‘
.. ‘，‘.a
匹、r
‘，・、，‘，
a

、J‘，.、
F
B

，・、4
、，‘、，、，.、，、，
E

院、，、，
E--

，、JE-
-

個、，‘，・
-z
‘，‘、z
，、，a--
，、-‘、，、，‘，
a

、J、.. 、，‘.・P

@
下
水
溝
の
清
掃
な
と
に
よ
る
汚

泥
縄
出
に
つ
い
て

町
内
い
っ
せ
い
大
掃
除
で
下
水

溝
か
ら
出
た
汚
泥
の
処
理
に

つ
い

て
、
町
内
で
処
理
で
き
な
い
場
合

は
、
汚
泥
撮
出
計
画
書
を
市
生
活

環
境
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

...L:. 
ノ¥

登

録

と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

の

飼
い
犬
は、

毎
年
一
回
の
登
録

と
六
カ
月
ご
と
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で

必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

対
象
生
後
九
十
一

日
以
上

手

数

料

登
録

一
頭
三
百
円

注
射
一
頭
五
百
円

注
射
済
票

一
頭
百
五
十
円

合
計
九
百
五
十
円
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

県
が
徴
収
す
る
手
数
料
規
則
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら

狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料
が
変
り

ま
す
。

マ
お
願
い

犬
は
丈
夫
な
鎖
か
綱
で
つ
な
ぎ

か
み
つ
く
く
せ
の
あ
る
犬
に
は
口

輪
を
つ
け
て
つ
れ
て
来
て
下
さ
い

ま
た
、
登
録
と
注
射
が
す
ん
だ

犬
に
は
、
必
ず
首
輪
に
鑑
札
と
注

射
済
票
を
つ
け
て
下
さ
い
。

当
日
は
受
付
が
混
雑
し
ま
す
の

i月日 |制実施場所 |実施時間
月11日|月|市役所 110:00"'"'15:00

月12日火 溝陸公民館 11:15"'"'11: 30 
三 浦出張 所 13:00"'"'14:00

農協(西部支所)114:30"'"'15:00 

水r||平小川(倉田宅前)10:00"'"'10:30 

4月13日 鈴 田 出張所 11:00，.，.，11:30 

| 岩松駅前 13:00"'"'14:00 

大多武婦人ホーム 14:20"'"'15:00 

4月14日|木!中地区住民セ ンター110:00-15:00

>1 : I寿古公 民 館 9:30"'"'10:00 

>14月15日金l立福寺パス停 13:00-13:30 

l 言ノ原公民館 14:00"'"'15:00 

植松公民館 15:20"'"'16・。。
諏訪公 民 館 9:30"'"'10:30 

4万18日
月池田公民館 11: 00"'"'11: 50 

徴神 堂 広場 13: 00"'"'13: 50 

長崎県畜犬管理所 114:10"'"'15: 00 

4月19日火 東光寺公 民 館 11:15"'"'11:30
松原出張所 13:00"'"'14: 00 

: I武留路公民館川"'"'15:00

4月20日|水|竹松出張所 110:00"'"'15: 00 

黒木 小学校下 10・30"'"'11:00 
| 久 良原公民館 山 -1工

4月21日木萱瀬出張所 13:00'"""'13:30

市川内小学校下 13:45"'"'1 町

萱甑小学校前川5"'"'14:45 

農協第 1支所 15:00"'"'15・30
4月22日|金|大村保健所 110:00"'"'15: oo 

※ 

ま

ち

づ

@ 

く

り

明

る

@ 

@ 

い

暮

し

下

水

道

ム

ム

※午後O時から午後1時までは休けいします。

@印は新設実施場所

ム印は実施場所変更

で
つ
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
に
ど

協
力
下
さ
い
。

※
午
後

O
時
か
ら
一
時
ま
で
休
け

い
し
ま
す
。

マ
犬
の
避
妊
手
術
に

補

助

金

狂
犬
病
予
防
注
射
実
庖
期
間
中

に
申
請
の
あ

っ
た
も
の
に
対
し
て

は
、
補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

マ
オ
ス
一
頭
当
り
手
術
料
三
千

五
百
円
(
飼
い
主
負
担
二
千
五

百
円
)

マ
メ
ス
一
頭
当
り
手
術
科
七
千

円
(
飼
い
主
負
担
五
千
五
百
円
)

希
望
者
は、

印
鑑
持
参
の
上
予

防
注
射
会
場
で
申
し
込
ん
で
下
さ

「
清
掃
だ
よ
り
」

台
所
か
ら
出
る
ご
み
は
水
分
を

よ
く
切
っ

て
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
袋
か

紙
袋
に
入
れ
て
ご
み
容
器
に
出
し

て
下
さ
い
。

ま
た
均
一
般
ご
み
の
中
に
は
絶

対
に
空
き
缶
類
は
入
れ
な
い
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

日
l乙不
、燃

き物
めは
り、

れ必
たず
場き
所め
lとら
出れ
した

て
下
さ
い
。
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※ 

下

水

道

ヨヒ
1.1:ヨ

守

つ

て

お

し

せ

り

注
射
と
検
診

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持

っ
て

き
て
下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
は
、
次
回
に
お
受
け

下
さ
い
(
毎
月
、

第
四
木
曜
日
)

圃

3
歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
四
十
八
年
九
月
生
れ

及
び
同
年
三
月
か
ら
八
月
生
れ

で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て

い
な
い
人
。

日

時

三

月
二
十
四
日

(
木
)

午
前
九
時
三
十
分

1
十
時
三
十

分

午

後

一
時

1
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

-

妊

婦

教

室

四
月
の
日
程
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。初め
て
お
産
を
さ
れ
る
方
は
、

是
非
お
で
か
け
下
さ
い
。

4月の日曜当番医

日|診療 科目 |病(医)院名 !所在地i電話

内 「 医寸 20553整形外 科貞松整形外科東本 3-4808
l耳 鼻科海江田医院武 2-3329 

産一病院 |車三4 2107101 
内科 ・外科原医院宮小 5-8427

内 科 松永医院 乾馬場2-2943 

外科 山 道医院 並松3-2305

内科 長崎医院 寿古郷5-8515

24 内科・外科 牧 山医 院 宮小路5-7831
眼科 岩崎眼科 西本町2-3435

ろ

つ

暮

し

と

自

然

日| 内容 !
O はじめて母親となる心得 | 

O 妊娠中の保健(乳房マッサージの実習)1
(第1回)10映画 P生命の創造

月

4月 6日

4月13日 i
O妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)

1
0 安産のために

(第2回)1 補助動作、妊婦体操の実習)

4月20日 [0産後の保健

1
0育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)

側 回
1

0 映画 Mスキンシ YプH

4月27日 10乳幼児の環境と性格
!O家庭の幸せのために〈家族計画)

(第4回)i 

幅
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

の
通
り
で
す。

四
月
の
健
康
相
談
室
日
程
は
次

月日 19:00""11:00113:00""15:001 

4月 4日(月)1妊婦相談 |一般健康相談 1

4月 6日(水)1乳幼児 11 1妊婦教室(第l回)1

4月13日(水)1一一一一一一一l妊婦教室(第2回)
4月18日(月)1妊婦 相 談 |一般健康相談
4月20日(水)1乳幼児// 1妊婦教室(第3回)

4月27日(水)1一一一一一 |妊婦教室(剃回)1
場 所 市役所健康相談室

午前9時~午後6時診療時間

妊
娠
中
の
人
や
お
子
さ
ん
の
こ

と
で
相
談
が
あ
る
人
、
血
圧
が
気

に
な
る
人
な
ど
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
開
設
曜
日
を
四
月
か
ら

変
更
し
ま
し
た
の
で
ご
承
知
下
さ

募

集

-
長
崎
県
育
英
会
の

奨
学
生
(
大
学
)

資

格

長

崎
県
に
本
籍
を
有
し
現

在
県
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、

ま
た
は
他
県
に
本
籍
を
有
し
現

在
県
内
に
五
年
以
上
居
住
し
て

い
る
人
の
子
弟
で
、
県
内
の
高

午後1時から
市役所健康相談室

等
学
校
を
卒
業
し
大
学
に
在
学

す
る
学
生
で
、

経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
困
難
な
人
(
短
大
、

大
学
院
を
除
く
)

募
集
期
限

五
月
九
日

申
込
先

市
教
育
委
員
会
庶
務
課

※
願
書
、
そ
の
他
必
要
書
類
は、

市
教
育
委
員
会
庶
務
課
に
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
庶
務

課
へ。

時間

場所

-
事
業
内

高
等
職
業
訓
練
校
生

乙
れ
は
事
業
主
、
ま
た
は
事
業

主
の
団
体
な
ど
が
県
知
事
の
認
定

を
う
け
、
そ
の
雇
用
す
る
従
業
員

に
対
し
て
、
職
業
に
必
要
な
知
識

や
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
に
、

職
業
訓
練
法
に
定
め
る

一
定
の
基

準
に
従
っ
て
計
画
的
か
つ
組
織
的

に
行
う
訓
練
で
す
。

訓
練
期
間
一

年

t
三
年

訓
練
校
及
び
募
集
人
員

@
諌
早
大
村
高
等
職
業
訓
練
校

(
皿
諌
早
②
l
O
O
三
六
〉

建

築

科

五

十
人、

左
官
科

二
十
人
、
自
動
車
整
備
科
十

人
、
時
計
修
理
科

五
人
、

洋

服
科

十
人
、
木
工
科
十
人

@
大
村
建
築
高
等
職
業
訓
練
校

(
也
大
村

②

l
二
五
五
八
)

建
築
科

五
人

一
十
人
・

左
官
科

-
大
村
海
洋
少
年
団
員

小
学
五

・
六
年

中
学
一
年
ま
で

説
明
会
日
時
三
月
二
十
七
日

午
前
十
時

場
所

中
地
区
公
民
館

訓

練

内

容

手
旗

カ
ッ

タ
ー

水
泳
屋
外
訓
練

申

込

入

団

希
望
者
は
、
説
明
会

当
日
印
鑑
を
持
っ
て
、
父
兄
同

伴
で
お
い
で
下
さ
い
。

入
団
資
格

-
少
年
ラ
ゲ
ピ
ー

ス
ク
ー
ル
生
徒

入
校
時
期
二
月
中
旬
か
ら
開
始

開

校

日

四

月
三
日
(
日
)

対

象

者

小

学

一
年
生
か
ら
中
学

二
年
生
ま
で
の
男
女

人
員
に
制
限
な
し
。

主
催

大
村
市
ラ
グ
ビ

ー
フ

ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会

申

込

先

大

村
市
古
町

福
田
産
婦
人
科
横

相
川
周
文
方

(皿
@
l
三
五
九

ムハ
)
へ

直
接
、
電
話
連
絡
、
ま
た
は
ハ

ガ
キ
で
も
結
構
で
す
。
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も

よ

お

し

-
第

8
国

家
庭
教
育
映
画
会

市政だより

映
画
「
お
母
さ
ん
と
呼
ん
だ
ら
」

内
容
「
お
母
さ
ん
」
子
供
は
い

つ
も
心
の
中
で
そ
う
呼
ん
で
い

る
。
こ
の
子
供
の
心
の
問
い
か

け
に
こ
た
え
て
あ
げ
た
時
、
子

供
の
心
は
安
ら
ぎ
、
親
へ
の
信

頼
と
愛
情
は
一
層
深
め
ら
れ
て

い
く
。
こ
の
作
品
は
小
学
校
低

学
年
、
高
学
年
、
中
学
生
の
場

合
を
例
に
、
子
供
の
心
に
占
め

る
母
親
の
愛
情
の
大
切
さ
、
美

し
さ
を
考
え
さ
せ
る
。

日
時
三
月
二
十
五
日
(
金
)

午
前
十
時
(
時
間
厳
守
)

場
所
中
央
公
民
館

申
先
電
話
(
②
l
四
三
二
一
)

で
中
央
公
民
館
へ

-

第

刊

回

良
い
映
画
を
見
る
会

主
催
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
・
場
所

三
月
二
十
六
日
(
土
)

川
午
後
二
時

t
三
時
六
分

中
地
区
公
民
館

同
午
後
四
時
l
五
時
六
分

中
央
公
民
館

対
象
小
学
校
全
学
年

入
場
料
無
料

映
画
「
僕
の
チ
ク
タ
ク
大
事
件
」

.
十
六
ミ
リ
・
カ
ラ
l
作
品

・
冒
険
児
童
劇
・
六
十
六
分

・
文
部
省
選
定

解
説
大
人
た
ち
の
忙
し
さ
や
勝

手
さ
か
ら
、
か
ま
っ
て
も
ら
え

な
い
子
供
の
果
て
し
な
い
夢
を

描
い
た
す
ば
ら
し
い
児
童
劇
で

す。ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
の
合
成
に

よ
る
特
殊
技
術
も
す
ば
ら
し
く
今

ま
で
に
な
い
楽
し
い
本
格
的
な
児

童
劇
の
大
作
で
、
本
当
に
大
切
な

も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
深
て

考
え
さ
せ
る
名
作
で
す
。

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

皿
②
|
四
三
二
一

ニ
ッ
コ

l
ペ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

也

@
l

一O
八
六

ス

ポ

ー

ツ

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ダ
ブ
ル
ス
選
手
権
大
会

三
月
二
十
七
日
(
日
)

午
前
九
時

場
所
市
民
体
育
館

方
法

各
パ
i
ト
の
リ
ー
グ
戦
を

行
い
二
位
ま
で
の
組
に
よ
り
決

日
時勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
う

種
目

男
・
女

リ
l

へ

-
日
本
犬
観
賞
会

審
査
員
を
招
い
て
天
然
記
念
物

日
本
犬
、
大
型
犬
(
秋
田
犬
)
、
中

型
犬
(
四
国
犬
)
、
小
型
犬
(
柴
犬
)

の
観
賞
会
を
行
い
ま
す
の
で
.
多

数
お
で
か
け
下
さ
い
。

な
お
、
日
本
犬
飼
育
指
導
の
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。

日
時
四
月
十
日
(
日
)

午
前
十
時

t
午
後
二
時

場
所
市
役
所
駐
車
場

事
務
局
松
並
町

申
込

参
加
選
手
二
人
一
組
と
し

て
申
込
む
こ
と

申
込
先

市
内
玖
島
郷
二
五

市
役
所
内

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

申
込
締
切
日

三
月
二
十
五
日

参
加
料

一
人
五
百
円

圃
市
民
体
育
館
の

使
用
調
整
日
が

変
わ
り
ま
し
た

。
毎
月
、
第
二
土
曜
日

午
後
四
時
か
ら

場
所

市
民
体
育
館

四
月
の
調
整
日
は
九
日
(
土
)

錦
鯉
の
品
評
会
並
び
に
展
示
会
開
催

3
月
釘
日

一

ム
大
村
北
ロ

1
タ
l
ク
ラ
ブ
か

一
ら
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
加

一
盟
の
認
証
式
記
念
と
し
て
、
市

の
文
化
財
保
存
事
業
費
に
充
て

一
る
よ
う
三
十
万
円
の
ど
寄
付
が

一
あ
り
ま
し
た
。

一
市
は
、

玖
島
城
跡
に
永
久
的

一
な
標
識
と
説
明
板
を
つ
く
る
計

…
画
で
す
。

一
社
会
福
祉
事
業
費
へ
金
一
封

一
ム
大
入
町
の
吉
田
秀
松
さ
ん
は

-
亡
妻
カ
ノ
さ
ん
の
忌
明
に

一
ム
武
部
郷
の
井
手
浩
三
郎
さ
ん

は
、
亡
養
母
ハ
ル
ノ
さ
ん
の

一

忌

明

に

一

ム
下
杭
出
津
の
松
井
良
子
さ
ん

-
は
、
亡
夫
三
之
助
さ
ん
の
忌

山

明

に

，

ム
本
町
四
丁
目
の
本
田
十
五
郎

一
さ
ん
は
、
亡
妻
ミ
子
さ
ん
の

一

忌
明
に

-
A
埼
玉
県
児
玉
町
の
江
森
吉
雄

.
さ
ん
は
、
亡
母
ミ
子
さ
ん
の

日

忌

明

に

会
と
、
大
村
市
身
体
障
害
者
団
一

体
連
合
会
、
大
村
市
身
体
障
害
一

者
団
体
連
合
会
萱
瀬
地
区
会
へ
一

ご

預

託

一

ム
黒
木
郷
の
島
村
勝
美
さ
ん
は
↑

亡
父
辰
夫
さ
ん
の
忌
明
に
~

火
災
被
災
世
帯
(
西
野
武
敏
さ
…

ん
)
へ
見
舞
金
と
見
舞
品
を
…

ム
溝
陸
東
隣
保
班
の
皆
さ
ん
一

家
庭
奉
仕
員
派
遣
世
帯
の
老
人
一

の

た

め

に

-

ム
植
松
町
長
谷
川
健
夫
さ
ん
は
~

化
粧
石
鹸
を

古
町
五
区
老
人
ク
ラ
ブ
五
日
会
一

へ

一

ム
古
町
五
区
宮
崎
春
子
さ
ん
は
一

亡
夫
亀
次
さ
ん
の
忌
明
に
あ
-

た

り

金

-

封

を

↑

〔

こ

寄

贈

〕

一

ム
大
村
市
民
生
児
童
委
員
協
議
一

会
で
は
、
桜
(
七
年
生
)
五
一

本
を
大
村
市
社
会
福
祉
セ
ン
一

タ
l
前

庭

に

植

樹

-

ー
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

l

-
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
成
績

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

(
男
子
)

一
位
西
大
村

(
女
子
)

位

玖
島

午
前
日
開
時

ム
松
並
四
丁
目
の
宮
崎
馨
さ
ん
は

亡
母
ア
サ
子
さ
ん
の
忌
明
に

ム
日
泊
郷
の
山
口
政
志
さ
ん
は
、

亡
母
ミ
シ
さ
ん
の
忌
明
に

ム
松
並
町
の
平
野
タ
ミ
さ
ん
は
、

亡
父
民
次
郎
さ
ん
の
忌
明
に

ム
池
田
郷
の
三
浦
浩
俊
さ
ん
は
、

亡
長
男
隆
司
さ
ん
の
忌
明
に

ム
玖
島
郷
の
足
達
重
子
さ
ん
は
、

亡
母
寿
江
子
さ
ん
の
忌
明
に

ム
西
三
城
町
の
久
留
須
歌
子
さ
ん

は
、
亡
夫
貢
さ
ん
の
忌
明
に

ま
た
金
一
封
を
光
と
緑
の
園
向

陽
寮
へ
慰
問
費
と
し
て
ど
預
託

ム
西
三
城
町
の
明
日
の
大
村
を
語

る
会
は
、
金
一
封
を
慰
問
品

(
毛
布
)
費
と
し
て

A
日
本
舞
踊
大
村
ゆ
か
り
会
で
は

発
表
会
(
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
シ
ョ

l
)
を
開
催
し
た
際
の
益
金
を

ム
久
原
郷
の
小
松
初
子
さ
ん

〔
ご
預
託
〕

黒
木
北
川
内
老
人
ク
ラ
ブ
あ
お
ば

一
位
西
大
村

三

位

郡

教
職
員
の
部

一
位
ろ
う
学
校

三
位
玖
島
、
向
陽

玖
島大

高

(
男
子
)

一
位
大
村
A

二
位

三

位

鈴

田
、
萱
瀬
B

(女
子
)

一
位

鈴
田

二
位

三
位
萱
瀬
、
大
村
B

中
央

位
位

ミ
ニ
の
部

大
村
A

大
村
公
園
内
観
光
協
会
前
広
場
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